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学校適正配置に関する打合せ会（第1回）I

日時:令和3年4月28日（水）

午後1時30分～

場所：教育委員室（櫛引庁舎3階）
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学校適正配置の検討について
(資料)･R3年度主要課題事項説明資料

･R2.7.10打合せ会議概要書 ．令和2年度の学校適正配置に関する市長コメント
・小学校児童数の推移、小学校区別●年齢別レポート

・中学校生徒数の推移、中学校区別.年齢別レポート
・学校建築年一覧 、≠、

1

′”

9

小中一貫校の考え方について 、
(資料) ･･小中一貫教育校化について

･R3:2.10開催「9年間の学び舎を作ろう」文教施設研究講演会配布資料（抜粋）

2

戸、

1

コミュニティスクールについて
(資料）・コミュニティスクールのメリット ・魅力

3

1

、 、

藤島地域文厚エリア構想について
(資料） ・藤島地域文厚エリア未来プラン検討事業（案）

、 ・藤島地域文厚エリア整備計画の策定について

4

一

5今後の進め方について

6その他
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［検討事項］

○藤島中学校(S42簗）の改築に併せて、藤島小(S51)。渡前小(SSS) ・東栄小(S59)を統合し、
小中併設校の建設を検討する。 （五小完成後のRS年度改築言手～R12年室の開校を検討）
○渡前小の児菫減少し､R4年度以降は複式学級継続すると見込まれる。

①庁内検討会議:RS年度教育委員会の素案→検討→庁内合意を得る。
（総務部、企画部、市民部、健康福祉部、建設部、地域庁舎）

R4年度検討委員会の意見を踏まえ、継続開催
②適正配置検討委員会（1○名程度） ：市方針の確認、対象校、計画期間、統合期限、進め方等蕊
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学校適正配置

主要課題市長ヒアリング(R24.13)

･これからの学校改築は放課後児童クラブの併設や小中一貫校､地域の集会施設の合
築などを考えていかなければならない｡ ・

･どういう案を教育委員会の基本方針にするのか。

・複式学級の解消という単純なものでは済まない。

・体制がないのでできないのはわかるが、表に看板あげてできる話ではない。

3反対があってもやらなければならない｡

1

￥

イ

総合教育会議打合せ(R2.534)

･学校適正配置は棚上げとする。今までは効率化だったが､小規模校がこうした状況
下（コロナ禍)ではよくなっている｡ ！

2

I

1

１

総合計画市長ヒアリング(R2.10.14).

(渡前の複式学級が続くことから、藤島中の改築に合わせた小中一貫校を提案）

:．現状は分かるが､どういうふうに進めるのか。教育委員会は受け身だ。

,藤島中はいつまで使えるのか。手順を考えてスケジュール管理をすること6 ．
､統廃合は市町村合併のようなもので､なぜ統廃合をしなければならないのか結論あ
りきではない。

･まちづくりにも関係するので庁内で検討して分担して進めること

3

R3予算市長ヒアリング(R3､1.17)

･ （学校統廃合の検討は）多くの人が集まつてやるものではない｡皆で話し合うもので

もない。 .' ・ ‐ ､ ；

・庁内､学校関係者との調整を注意深くし、どういうふうにまとめるのか丁寧に議論

を進める｡

・構想を描いて手順を踏む。い

･必ず反対者がいるのでうまくいかない．

4

；
／

一

I

[作成者管理課木村］一
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令和2年度の学校適正配置に関する市長コメント



現在小学校区別･年齢別レポート(O～12歳） 令和2年5 月1日
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*住民基本台帳データのため､基本住所の学区に計上(特別支援学校通学や区域外通学などが反映されていない場合友

そのため､6歳から11歳(1～6年)の数値は令和元年学級編制表(R2.5.1)と一致しない。
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学校名
勺
６

O～1龍

H31.R1生

(R8入学） ．

･ 1～2鍵

H30生

(R7入学）
← 〆

2～3歳

H29生

(R6入学）

3～4銀

H28生

(R5入学）

4～5能‘

H27生

(R4入学）

5～6歳

H26生

(R3入学）

6～7歳

H25生

(1年）

7～8龍

H24生

(2年）

8～9歳

H23生

(3年）

9～10歳

H22生

(4年）

10～1 1"

H21生

(5年）

11～12歳

H20生

(6年）

1 朝暘
寸
一

小 61 68 58 74 93
、 ，

93 77 88 ・ 87 ､96 100 104

2 朝暘
■■■■■

一 ･小 41 55 38 41 50 39 61 55 52 55 ・ 50 56

3 朝暘三小 98 98 77 96 94 87 91 98 97 108 100 ・ 106

、4 朝暘四 66 87 ‐ 96 85 86 94
'

82 77 89 106
●

81 ・ 94

5 朝暘五小 60 50 60
■

61 65
■

67 54 70
｡ ↓

65 59 ･76 59

6 朝暘六小
凸

94 70 76 92 96 91 121 100 ・ ・ ・111
9

・ 110 113
9

105
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7 斎 小 ･22 18
タ

16 ､24 23 、 15 25 1．3 21 22 17 ･ 24
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､

黄･金．小 9 8 10 7 15 13 9 6 16 12 15 15
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申
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｡

23
－ ●

19

10 ･京田小 20 24 26
争

23
｡

32 16 ･ 30 ､ 21 20 23 27
① ■

19
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、 ．
13

‘12

■

“
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小学校区別･年齢別集計(O～14歳） 令和2年5月1日現在

ヘ

*住民基本台帳データのため､基本住所の学区に計上(特別支援学校通学や区域外通学などが反映されていない場合あり)。

そのため､6歳から14歳(1～6年、中1～3年)の数値は令和元年学級編制表(R2.5.1)と一致しない。 ．

鶴岡市情報公開
I

学校名
屯

・0歳

H31.RI生

(R8入学）

1雄

H30生

(R7入学）

2歳

H29生

〈R6入学）

3歳

H28生

(R5入学）

4歳

H27生

(R4入学）

5銭

,H26生

(R3入学）

6歳

H25生

(1年）

7能

H24生

(2年）

8鐙

H23生

(3年）

9歳

H22生

(4年）

10歳

H21生

(5年）

11歳

H20生

(6年）

12歳

H19生

(1年）

13歳
●

生H

(2年）

14歳

H17生

(3年）

計

1 朝暘－小 61 建68 58 74 93 93 ・ 77 88 87 96 100 104 102 103 88 1,292

2 朝暘二小 41 55 38 41 50 39 61 55 52 55 50 56 64 66 65 788

3 朝暘三小 98 98 77 96 94 87 91 98 97 108 100 106 103 121 104 1.,478

4 朝暘四小 66 87 96 85 86 94 82 77 、 89 106 '81 94 93 112 98 1,346

5 朝暘五小 60 、 50 ・ 60 61 65 67 ･54
、凸

70 65 ･59 76 59 59 69 79 953
｡ ｡

6 朝暘六小
● a

94 70 ､76 92 96 91 121 100 111 110 113 105 115 ･ 131 117 " ・ 1,542

7 斎 、 小 22 18 16
〆

24 23 15 25 13 21 22 17 ． 24 17 23 、 14
申

294

8 黄金小 ●
由

9 8 10 ・ 7 ､15 13 9 ･6 16 12 15 15 17 ・ 10 14 176

9 大泉小 15 24 15 21 22 、 26 .､21
｡

22
■ 色 ●

’ '34 23 23 19 26 18 18 327

10 京 田小 20 24 26 、 23 32 16 30 21 20 23

｡●

27 19 21 .． 18 20 340
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●
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●●

8
､-

7 10 ･11 11 ， 9 17 24 19 22 、 I8 22 17
1 0
28 .・ 18 241

14 大山小 35 41 ，46 41 ， ．49 52 56 42 55 50 51 59 ： 70 ・ 60
｡

66 773
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中学校区別･年齢別集計令和2年5月1日現在

ノ

民基本台帳データのだめ二翌

そのため､12歳から14歳(1～3年)の数値は令和元年学級編制表(R25.1)と一致しない。

'

｝

､

ノ

~、

鶴岡市情報公開

学校名

O鐘

H3I･R1生

(R8入学）

1逮

H30生

(R7入学）

2銭

H29生

(R6入学）
■旬

3銭

H28生

(R5入学）

4窪

H27生

(R4入学）

5議

H26生

｡

《R3入学）

6鐘

H25生

(1年）

､7崖

H24生

(2年）

8錘

H23生

(3年）

9畿

H22生

(4年）

10g

H21生

(5年）

11饅

H20生

(6年）

12患

H19生

(1年）

13篭．

H18生

(2年）

14崖

H17生

(3年）

計

1， 鶴岡一中 ､ 156 130 142 刑56 167 155 202 164 210 167 190
■ 凸

171 191 201 185 ． 2，587

2 鶴岡二中 127 . 、 128 、 116 131 142 128 113 143 126 149 ､ 151 131 128 160 ： 158 2,031

3 鶴岡三中 133 149 122 146 ,181 160 172 162 176 185 182 ・ 199 200 202
昏○

181 26550

4 鶴岡四中
｡

80 105 108 104 97 117 99 96 103 124 98 113 109 125 113
今

1,591

5 鶴岡五中
P ■

54 59 ・ 61． 61 ・ 76 73 ・ 85 82 95 92 、86 102 100 110 ・ 107 1,243

6 豊 ・浦中 13
●

12 13 10 14 15 14 ． 、14 24 20 14 24

､

●

17 19

■

22 245
古 ｡

､ 7 藤島中 56 ､ ､48 56 55 68 61
”

66 71 66 了6 82 . 80 90 87 、 95 1;057

8 羽 黒中
ｆ
』
■

49 41 46
、 〃

48 59 54 50 ､56 71 66
一、

65 ･62 71 ： 69 67 ･ ' 874

●

10

、綱

『

｡ ■

櫛引中
● ■

今

朝 日 中

一
35

11 15
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■

14
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Ｏ
令
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ひ

6 6
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０
．
●

■

.53
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23

､54

31

61

・・ 27

58

34 31
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｡ ｡

31

． ．804
● ●

｡ ■
349

11 海中
8日
“ 15 22 21 26 28 31 37 34 39 38 .38 44 43

巳

･49 47 . 、512

計 729 、 752 760 813

凸、 ｡

916
■

′

855 921 895 990 994 991 1,014 1,041
｡

｡ ● ｡

1，111 1,061 13;843
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鶴岡市情報公開

中学校名 経過年； 改修

1 藤島中学校 53 H3

2 鶴岡第四中学ホ
3 鶴岡第一中学ホ 40

4 譽浦中学校 26

5 鶴岡第五中学ホﾖ 24
6 温海中学校 23

7 櫛引中学校 21

8 鶴岡第二中学* 13

9 羽黒中学校 9

＃ 朝日中学校 6

＃ 鶴岡第三中学ホヨ 2

小学校名 経過年§ 改修

1 朝暘第五小学ネ 56 H6

2 西郷小学校 55 H5

3 大山小学校 49 H20

4 上郷小学校 48 H17

5 あさひ小学校 46 H･6

6 朝暘第六小学キ 44

7 藤島小学校 卜44

8 あつみ小学校 41 H.26

9 黄金小学校 37

＃ 東栄小学校 36

＃ 羽黒小学校 36

＃ 京田小学校 計34．

＃ 櫛引東小学校 . ． 34

＃ 大泉小学校･
、 q

． 32

＃ 渡前小学校 、 32

＃ 広瀬小学校 ､ 32

＃ 斎小学校 31

＃ 朝暘第三小学キ ･30

＃ 豊浦小学校 ･ 27

＃ 櫛引西小学校 26

＃ 朝暘第二小学キ 22

＃ 湯野浜小学校 17 、

＃ 櫛引南小学校 13

＃ 朝暘第一小学キ
申 ■

11

＃ 鼠ヶ関小学校 11
わ

＃ 朝暘第四小学キ1 7
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’’ 資料5小中一貫教育校化について
1小中一貫教育校とは

小学校と中学校が目指す児童生徒像を共有し､9年間を通じた教育課程を編成し､系統的な教育を目
指す教育をいう。

／
小中一貫教育校で行われている交流例

･学習面や生活面のルールの統一

･学校行事等の合同実施や相互参加

･中学校教員による小学校での授業

･授業での交流

･中学校の部活動の見学など

吟9年間を見通した指導ロ － f Q

、 ソ
＜

2小中一貫教育校化のメリッド

これまで小中一貫教育の取組みを行ってき先自治体において、 「学習面」と「生徒指導面」の両方の

メリットが報告されている。 、 （文部科学省小中一貫教育についての実態調査より）

（1）学習上のメリット

①全国学力･学習状況調査等の学力調査の結果の向上

②児童生徒の学習意欲の向上 ，

③小学校･中学校の教職員間で互いの良さを取り入れる意識の向上

④指導内容の系統性に関する教職員の理解の向上

（2）生徒指導上のメリット

①「中1ギャップ」の解消

②いじめや不登校、暴力行為の減少

③生活規律の定着

④小学校･中学校の教職員間で協力して指導にあたる意識の向上 一

3小中一貫教育校における予想される取組例

小中一貫教育に取り組んでいる自治体は､平成29年3月に文部科学省が行った調査(小中一貫教

育の導入状況調査の結果）に．よると、義務教育学校が48校､･小中一貫型小学校･中学校が253校で

あり、今後も増加することが予想されている。

（1）総合的な学習での小中交流

通学区域における多様な文化･地理･歴史･産業等の教育資源を総合的に学習する。

（2）英語教育の導入

小学校低学年からアルファベットや単語指導を行う。

（3）家庭学習について共通理解をもつ

「家庭学習については早い段階での習慣化が必要」ということを考慮し、小中共通で家庭学

習を重視して、その指導に連携して取り組む。

鶴岡市情報公開



（4）学習規律.生活規律の徹底

以下のような項目について､小中でルールを統一する。

①授業前後

教室移動の際のルール、着替え、チャイム着席●机上の準備、授業開始.終了時の挨拶 ・

． ②授業中

正しい姿勢、起立・着席の仕方、やむを得ず離席する場合のルール、忘れ物の申告のタイミ

ング･方法､話の聴き方､挙手の方法､級友の名前の呼び方､指名されたときの返事､机上
の用具の置き方、 ノートの取り方、私語の禁止

③持ち物､ ． ： ：

机上に置いてよい持ち物､使用を許可する文房具､学校に持参してよいもの､用具への記名

1 ④教育環境整備など
、掲示物の内容.掲示場所､清掃の方法.徹底の度合い､ﾛヅｶｰや机の引き出しの使い方､机

のﾌｯｸの使い方､靴箱の使い尤傘の立て方､給食の支度､注付け
（5）小学校児童の部活動への参加 ．

小中一貫教育を行う学校でば小学校高学年から中学校の部活動への参加が行われていると
ころがある｡●また、小学校の陸上競技大会前に陸上部の生徒が小学生に走り方などを教えた

り、球技大会前にサッカー部やバスケットボール部の生徒が小学生に教えたりする。

（6）教科担任制の実施，、

中学校で採用されている教科担任制への円滑な接続を図るために､小学5．6年生を中心に

教科担任制を実施する｡ ． ； ．

'(7)乗り入れ授業の実施 ,

中学校へ向けて円滑な授業展開を目的とし、中学校教員が小学生に指導を行う。

（8）小中学校の行事交流

6年生が中学校の合唱コンクールや生徒総会などの学校行事で交流する。

（9）合同避難訓練を実施 ‘

小学校･中学校が同じ日に避難訓練を実施し､保護者への引き渡しまで行う｡ i

4小中一貫校のデメリット 々 ・

小中一貫校は9年間連続した指導を行うため､以下のようなデメリッﾄが考えられる。

（1）児童生徒にとってのデメリット、

①小学校においては､高学年がリーダーシップを発揮し､活躍するが､小中一貫校においては、

高学年の児童がリーダーシップを発揮する場が少なくなり、自主性や積極性が育ちにくい。

②中学,年生において､小学生気分が抜けずに過ごすと､中学2年生になって適応に問題を生
じる場合がある。

③小中合同の活動時に、小学生に合わせた表現や動きになり、中学生に必要な判断力や自主性

を養う場が少なくなる。

（2）教職員のデメリット

①小学校と中学校の教師が打合せする時間や合同の研修などが数多く必要になる。

②業務愚が増大する可能性がありも教職員の負担感・多忙感の解消ができない｡

鶴岡市情報公開



一

小中》一貫教育校の制度概要

r

｝

令和､3年2月10日

国立教育政策研究所文教施設研究センター
総括研究官早田清宏

¥
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０

０

０

０
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Ⅱ

。1 ①小中一貫教育の導入の歴史

｝小中一貫教育を初めて導入したのは広島県呉市であり、 2000年度に、文部省から、
‐研究開発学校※,の指定を受け､ 3小1中学校を統合した。導入のねらいは、義務教
育9年間を修了するにふさわしい学力と社会性の育成、中1ギャップの解消、自尊感
情の向上とされた。

※’ 「研究開発学校」とは、教育実践の中から提起される諸課題や，学校教育に対する多様な要請に対応した新しい教育課程（カリキュラム）
や指導方法を開発するため，学習指導要領等の国の基準によらない教育課程の編成．実施を認める制度であり、 1976年から実施されている。

②2003年には、構造改革特別区域研究開発学校制度が創設され（特区研発） 、 これ
を利用して、 2004年度から東京都品川区、 2006年度から東京都三瘻市が小中一貫
特区の取組を開始し、徐々に広がりを見せていく。

③2008年には、教育課程特例校制度※2が創設され（特区研発の全国展開） 、小中
一貫校導入のハードルが大きく引き下げられることになった。

※2 「教育課程特例校制度」とは、文部科学大臣が、学校教育法施行規則第55条の2等に基づき指定する学校において、学校又は地域
の実態に照らし、 より効果的な教育を実施するための特別の教育課程を編成することを認める制度

研究鑿文集123号2016. 12 ｢ '1,中貿敬育絞の制度化過程の分析」 佐薩史浩醤！

鶴岡市情報公開



’
自治体や学校現場での取組が10数年以上にわたって蓄積され、顕著な成果が
明らかになった。また、取組んできた自治体からは、取組を一層高度化させる等
の観点から，正式な学校制度として法制化すべきとの要望があった。

－聯--

教育再生実行会議の第5次提言や中央教育審議会答申※を経て、2015年6月の通常
国会で､ 9年間の義務教育を一貫して行う新たな学校の種類である「義務教育学
校」の設置を可能とする改正学校教育法が成立した｡

※例えば､教育再生実行会議の第5次提言では、 「子供の発達に応じた教育の充実､様々な挑戦を可能にする制度の柔軟化など､新しい時代に
ふさわしい学制を構築する」において、 「小中一貫教育を制度化するなど学校段階間の連携、一貫教育を推進する」とされた。

昌一‘壷一
$

2016年4月1日、改正学校教育法が施行。小中一貫教育が制度として全国的に開始。
句

『小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引」平成28年12月26日文部科学省参照

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

’
－ー一一

小中一貫教育導入のねらい
錘；

例えば、

・小学校の先生は、子供達が中学校を卒業する時の姿をイメージしているだろうか？

・中学校の先生は、小学校の時、子供達が、どの学習の部分でつまづいたかを
知っているだろうか？

・小中のギャップ（いじめ、不登校、暴力行為の増加、環境の変化・勉強が難しく
なることへのストレス）への対応が必要ではないか？

といった問いに向き合い、 目の前の子供たちの課題に応じた対応を模索することが、
前述の法令上の要請と相まって、重要性を増してきた。

｢小中一賀した教育漠i号の縄成・実施に間する手引j平成28写12月26B文邸科学省参照

鶴岡市情報公開
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義務教育学校数小中一貫校(小学校･中学校)数 学校散(校）

140

120

100

80

60ー

40'

20 ．

0

学校数(校）

800

700

600

500

400

300

20d

100 ．両 、

0 一

1妬745

430

■凸の■ ~
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平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

－小中一貰校(小学校）－小中＝寅佼(中学校）

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 、令和2年

↑
改正学校教育法施行

↑イ リ

改正学校教育法施行

出典：学校基本調査（文部科学省）
※国立、公立、私立の合計数

、

１
１関係青制度の－貫、小中一貫教小中連携、小中

－－

カ ゼ ■ ．－－-画 罰一一

小中連携教育| ・小学校．中学校の先生が互いに情報交換や交流を行う
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・ ．.､､腎鵠琴総胃“』､． ： オゼ 、:診＝ ・・ 弓＝｡､．

； l : ‘ 、 ･目指す子供像を共有し、 9年間を通じた教育課程を編成
義務教育学校| ,小学校.中学校の組織が－体化

（'人の校長1つの教職員組織) "幸一貴轤
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RH26鯛査

擬H29鯛査
大きな成果が認められる

76％(160）
◆

76％(188）
成果が認められる

、

9）

）
成果があまり認めらｵLない

１
１

、
ロ
画
９

７

ほとんど成果が認められない
実施市区町村）
実施市区町村）

211市区町村（小中一貫教育
◆

249市区町村（小中一貫教育
回答H26

ご

H290%(o)

｢小中一風教育の導入状況鯛迩（文部科学省実施平成29年3月1日時点）」参照

〃

ノ

P ?

酢

●

屯 P 4
｡

"

’
|，

|小中一貫教育を導入した成果②｡

由 ■ ■

(学習面)
勉強が好きと答える児童生徒が増えた（71％）
全国学力.･学習状況調査の結果が向上した（61％）

1

(生徒指導面）
中学校への進学に不安を覚える児童が減少した（96％）
上級生が下級生の手本になろうとする意識が高まった（94％） ′

(教職員の協働）
小・中学校共通で実践する取組が増えた（98％）
教員の教科指導力の向上につながった（87％）

※H29調査において、公立学校で、 「大きな成果が認められる」 「成果が認められる」と回答した割合
『小中一箇教言の狸入状況調逓（文部科学省実施平成29年3月1日時点) j餐照

鶴岡市情報公開



雨

も
■
《
」

職
～ーー‐

吟例詔罹班
b心一 - ･＝ .1』

Ｉ
Ｆ

一体型隣接型分離型
一

一

、

一

函陸調
敷地が隣接している

､
ｰ

■
ｐ
ｆ

’ ’霊謹篝 鰯譲霧騒議霊
ノ

)1 同じ敷地で、
‘校舎が一体化している

『

敷地が離れているI同じ敷地だが、
校舎が離れている

(渡り廊下でつながっている場合も含む）◆

ダ

●

◆ ‐ 争 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

’
●

I 研実施）ケート調査（国
rY&

整備に関するアンア施設
■ 畢

調査内容

全国の小中一貫教育校において、施設の計画・設計上の工夫が、
①実際にどの程度整備されているか
②学校現場において、どのように評価されているか
③どの程度の費用がかかっているか
について調査を実施

ノ

調査対象

全国の公立小中一貫教育校のうち、
抽出した286件を調査対象とし、

画

地域別の学校数のバランスを考慮して
207件から有効回答を得た。

囲調査時点

平成29年3月1日現在

｢農務致喬学綾誇の施岐鮒画の推進に謝する認董研究（圓立戟奮政策研究所文教施設研究センター実施平成30年8g) j参露

鶴岡市情報公開



－ － －－. ム ロュ ー

一
日
■
■

》ｌｒ■ｐ■■ＩｉｂｂｌｂＢ■ｉｐＯ６１１１１０Ｂ８
施設整備に関ずる

－

施設面の総合的な満足度は、一体型が最も高く、隣接型､分離型の順に低くなる。 I
渡り廊下がなく校舎が完全に一体となっている「完全一体型｣の万が縁漉り廊下で
繋いで一体となっている｢渡り廊下型」より満足度が高い｡ f: ￥ …

施設整備面の総合的な満足度
肯定的な回答

26％分離型
、＝108

隣接型 32％

n=19

－体型
.n=79 .

77％１
３

100発80％ ”％

k

■全く満足していない

C粥 . 1り兇 21凝 30鴎 』【】髭 凱曜 69％ ”％

画非常に満足している 園ある程度満足している 聾あまり満足していない／

「義務教育学校等の施股計画の推進に関する詞査研究（国立教毒政策研究所文教施設研究センター実施平成30年8月) j参照
h【【ps:"wwW.nier.go.ip/shiselsuipdf/CompuIsory_education_schooIs_h3008.pdf

巳

､

し

調査結果②（国研実胸実胸果②施設整備に関するアンケー子

墓震構鮮章鑿塁〕潅泓蕊隠菫結野雲猿謙拳農
でも、満足度が高い学校は一定程度見受けられる。

－体型であっても、準備段階で建築設計の専門家が関わっていない学校や
施設的な工夫の少ない学校では、施設面の総合的な満足度は低い。

施設的な工夫の例

教室と連続性を持づオープンスペース、教科の学習・交流スペース、ランチルーム､掲示板・展示スペース、一体的な職員室
地域住民の活動拠点となる施設・室等

分離型であっても、施設的な工夫をしている学校では、施設面の総合的な
満足度は高い。

施設的な工夫の例

分離校舎間の取組を紹介する掲示板
交流授業等を行うネットワーク環境、

展示スペース、分離校舎間の交流等に十分な広さ・数のランチルーム、

十分な広さ・数の地域住民の活動拠点となる施設．室

『裏鴇教育学佼誇の施段8+画の推進に麓す．る調壷研究（国立教育政策研究所文教施設研究センター冥施平成30年8月） 』参碑
h【【ps=//wwwnler・go.lp/shigeisM/pdi/compulsory_education_schoois_h3008_pdf
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0

学校づくりとは､
l. 教育と施設､学校と地域､ｿﾌﾄとハードを総合的に考えること

2． 建築は土地の上に建ち､学校は｢観｣の上に立つ，

、

はじめに関係者が｢観｣を共有する計画プロセスが大切

①子供観未来社会に生きる子供の姿を描く 、

②教育観教育を問い直し､目標を共有する

O学校観地域のみんなで､地域iことっての学校を考える
④施設像固定観念Iことらわれずに意見を出し合う

3．

） 4．その答､姿は学校ごと､地域ごとに異なる

→｢私たちの学校」
ノ

／

、

小中一貫教育の学校づくり

１
１
ノ

、

1.子供の学び･成長を9年間見通した教育

2.地域ぐるみ､社会総がかりの教育

ー

ノ

施設計画の課題
9年間一貫した教育活動に適した施設環境

9年間一貫した学校運営に適した施設環境．

地域ぐるみで子供たちの学びを支える施設環境

■

■

■
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小中一貫教育で期待される効果
＄

．｢中1ギャップ｣の緩和

§不登校､いじめ､暴力行為等の減少一生徒指導の問題･負担減少

･児童生徒に思いやりや助け合いの気持ちが育まれる

､中学校への進学に不安を覚える児童が減る

･上級生が下級生の手本となろうとする意識が高まる

P下級生に上級生に対する憧れの気持ちが強まる

･思いやりや助け合いの気持ちが育つ

･自己肯定感､自己効用感が向上する

･学習意欲の向上､授業の理解度の向上､学習習慣の定着が図れる、
．小中学校教職員間で互いのよさを取り入れへ協力意識が高まる

、

4

／
～

1
効果を高め､取組みをしやすくする施設q環境のあり方

一

19

〆

施設一体型小中一貫教育枝計画の課題と対応

･児童生徒の人間関係の固定化（特に小規模枝）
→多様な形態での異学年交流機会を増やす

i :異学年交流空間の確保
･施設･スペース(教室､グラウンド等)の確保及び使用時間調整
→面積効率の高い計画→計画面積の削減
＊小中単独では持てない施設による教育活動の充実

･校舎間等の移動､活動に伴う児童生徒の安全の確保：
→階段､設備と雲寸法の違い
小学生が安全に活動できる遊び･運動スペースの確保

･小学生高学年のリーダー性･主体性の育成
－校舎やフロアの区分による成長段階の演出
各行事の中で高学年がﾘｰダｰｼｯプを発揮する機会の設定

･中学校における生徒指導上の問題の小学生への影錘． Eョ

→(先進校ではあまり聞かない）

･施設二体型の課題

→登下校時間､授業時間の違いへの対応
学校規模に応じた室構成と配置

校地面積の確保一運動場･遊び場･屋外教育環境
余裕ある空間を生み出す工夫

グ守

＄

ノ
ー

３

I

20
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①鶴岡市教育委員会
TsuruokaBoardof

Education

I

資料：コミュニティ・スクールのメリット．魅力

①地域住民等による学校支援の体制構築

校長や教職員の異動があっても、学校運営協議会によって、地域との組織的な連携・

協働体制がそのまま継続できる「持続可能な仕組み」です。

②地域の子どもの教育への当事者意識の高まり

校長が作成する学校運営の「基本方針の承認」を通して、学校や地域、子どもたちが

抱える課題に対して関係者がみな当事者意識をもち、 「役割分担をもって連携。協働に
よる取り組み」ができます。

③学校、家庭、地域が共通した目標。ビジョンを持った取り組み

学校運営協議会や熟議の場を通して、子どもたちがどのような課題を抱えているの

か、地域でどのような子どもを育てていくのか、何を実現していくのかという「目標。

ビジョンを共有」できます。

II

｝’
ー竜一

◎子どもたちの学びや体験活動が充実します。
、

＃
｡ }

』

′厩＄・ー~今 一一.－－－‐

！ て
屯
ｄ
■
４
１
■
■
…
ｑ
Ｉ
０
１
ｄ
ｑ
ｌ
Ｊ
・
’
４
８
１
９
４
１
１
旬
Ⅱ
１
１

章
－

６

◎自己肯定感や他人を思いやる心が育ちます。

◎地域の担い手．とじてぬ自覚間塙ま．ります。

◎防犯。防災等の対策によって安心可安全な生活ができます。
P

一
一

一

一

一
一

一
一
一

一
一
一

一

劃
一も興

剖

P4

･ 叩
◎地域の人々の理解と協力を得た学校運営や『社会に開かれた教育

課程」の実現が可能になります。

。地域人材を活用した教育活動が充実します。

◎地域の協力により子どもと向き合う時間力轆保できます。
P凸御 一

陸

◎学桂や地域に対する理解が深まり、家庭教育との相乗効果が生まれ

まず。

◎地域の中で子どもたちが育てられているという安心感があります。
k

k
L

＆

照謬
fz_Ff

◎繰謹者同士や地域の人々との人間関係が構築できます。
I 』

一一一

一一 や~、
｡－一一一一 一一一 ■－－ 一 一一 一一一一一一

〆

,1
画
皐
↓
Ｏ
１
Ｊ
ｊ

缶 －－－

地域の人々！
とっての魅っての魅力

一
』 ◎経験を生かすこと で生きがいや自己有用感につながります。

I

【

’
◎学校が社会的つながり、地域のよりどころとなります。

◎学校を核とした地域ネットワークが形成され、地域の課題解決に
開働偽

一
《

つながります。

◎地域の防犯・防災体制等の構築ができます。
'

〆
四

‐1－

≠ 鶴岡市情報公開

学校を支援する取り組みが充実するとともに､関わる全ての人に様々な魅力が広がっていきます。
●＝

｡



、

藤島地域文厚エリア未来プラン検討事業（案）

図総合計画での位置づけ： くらしやすい‘藤島"を実感できる生活基盤の再構築7－(2)?ウ

◇地域振興計画での位置づけ：子育て世代から選ばれるための支援の充実基本方針3-(2)

↓

＞背景

このエリアは明治42年に藤島小学校が笹花に移転以来、藤島中学校、藤島公民館及び

藤島老人福祉センタ一など藤島地域の文教厚生に関する施設が集積され、各施策や事業
，などの中心的役割を担ってきた。

藤島公民館は、平成26年度から地区地域活動センターに移行し生涯学習機能に加え防

災や福祉､地域づくりなどに対応した施設機能の充実が図られた｡併設の武道館は､築50

年以上経過し老朽化し、また駐車場不足から改善要望も出されている。 、

; ヘ…旧老人福祉センター及びデイサーピスセンターは、社会福祉協議会が建設し現在も所

有"管理しているがこちらも築44年となり雨漏りや冷暖房設備の故障など老朽化にまる

傷みが目立ち､全面的な禾ﾘ用には多額な修繕費が見込まれることから､現在は部分的な利
用となっている。 、

今後さらに､少子化が進む中で児童数減少による小学校統合及び小中一貫校(併設)も
含めた児童･生徒の教育施設､既存公共施設を含めたエリア全体の再編､高齢化社会の進

． ． ： ・

展に対応したエリア全体の整備計画が必要である6 ，

、
。
、
ｈ
０
１
Ｊ

Ｌ『

＞課題

・文厚エリアの再編整備計画の検討

.. 、少子化による小中一貫校を視野にいれた中学校施設整備の検討

・中高一貫校開校(R6.4)による藤島地域への影響とさらなる出生数減少の懸念
、

０

‐

ノ

ー｝、

＞エリア区分と現状・課題 （文厚エリア現況図別紙1）

･Aゾーン．藤島地区地域活動センター駐車場不足と老朽化 ：

武道場の老朽化と新施設要望 、 、

旧藤島福祉センター解体後の跡地利用

旧デイサービスセンター（現防災資材庫）の活用

DBゾーン旧藤中テニスコート （遊休地）及び砂利敷き遊休地の活用（現状:臨時保護

者駐車場）

. ･Cゾーン普通財産の活用（現状：グラウンドゴルフ及び保育園臨時駐車場。舗装要望

有→毎年、敷砂利対応）

・藤島中学校改築時期と改築後の校舎、体育館及びグラウンド配置 ．

・既存施設藤島児童館の老朽化

図書館藤島分室（東田川文化記念館）が手狭、中学校に併設化

1
｛
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的

｢藤島地域文厚エリア未来プラン」の策定

藤島中学校建設期成同盟会（仮称）設立の'ための「準備委員会」設置

目
１
２

ン
ダ

／

．＞事業内容

1藤島地域文厚エリア未来プランの策定(A～Cエリアのゾーニング）

2藤島中学校建設期成同盟会（仮称）準備委員会の設置

1

ザ

イ

I

＞未来プラン策定体制窃#綿

、
｡

4

1

‐ l

:くらし部会(部会長､メンバーは子育て世代を中心に8名）

:庁舎3課(各課長､各課担当者6名)事務局(総務企画課）
･未来プラン策定委員会

・ 同上・ プロジエクト会議

･まちづくりワークシヨップ :子育て世代など

＞期成同盟会（仮称）準備委員会体制(別紙2）

、

／

I

一

2
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＞年次計画:R2年度～R4年度

･R2年度

、 ． ｢藤島中学校建設期成同盟会（仮称)」設立準備委員会設置（案）作成

？文厚エリア未来プラソ策定委員会(案)作成 ‘

・同上庁内プロジェクト会議設置 ’

‘一一‘－－－－‘一一一一一一一一一一一一一‘ﾛ.､－－－－－，-－－－．一一一－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一,一一一一一一一一一一一・－－－･一言一一一一一一､

･.R3年度

．｢藤島中学校建設期成同盟会(仮称)｣設立準備委員会設置､同準備委員会開催
．「庁内プロジェクト会議J開催

・関係機関(政策企画課､都市計画課､子育て推進課及び教育委員会)との調整
会議(随時)※必要に応じて関係課を加えていく。

↓ ； ． ：

・『文厚エリア未来プラン』･青写真作成可

（藤島中学校建設期成同盟会設立事務局:藤島中学校）

、

〆

、
１
１

－－－－－－ ‘ ー ‘ ， ー 、 －－ ‘＝ ‘ ‘ 一一一一一一一一一一一一・,ﾛ･－－一一一.一一,･･･一一口■･一一一‘一一一‘一一一一一一一マーー.‐も

pR4年度

§「文厚エリア未来プラン策定委員会」設置

・ワークショヅプ開催

↓

．『文厚エリア未来プラン』原案作成

．｢藤島地域文厚エリア未来プラン検討事業」大東大阿部先生に委託

・ワークショップ開催、先進地視察研修、講演会及び計画策定など

‐ ・｢藤島地域文厚エリア未来プラン』策定

（藤島中学校建設期成同盟会（仮称）「要望書」作成・提出） ・ ・
I

. . ‘ , ､ ‘ , 言 , , . , ! b . 1 ‘ , . ． . ･‘ . _ . ‘ , . . ! ､. ‘ , Y ・｡ ’ ‘ －－－一一一一一,－－1口ﾛ．一･･･ﾛ．一一一一一・一一‘一一'一一一'一一一一，ーーー‘･･･'一・一・・

ノ

3
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別紙1 一
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i立露風小字鵜
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別紙2

藤島中学校建設期成同盟会(仮称)設立準備委員会委員名簿(案）
. R3.4現在

‘

１
１
１
．
１
１
１
１

1

１
２
３

４
５
６
．
７

（
ノ

、

〆

鶴岡 千市情塞艮公開●

所属
心

●

6

役職 氏名
句

a q C

藤島地区自治振興会
① ｡

会長
巳 ■

東栄地区自治振興会 会長

八栄島地区自治振興会 会長
一

長沼地区自治振興会 会長

渡前地区自治振興会 会長

藤島中学校同窓会 会長

藤島中学校PTA･ 会長
9

Q

藤島小学校PTA 会長
J q

a ◆

東栄小学校PTA
ｆ
色

会長

渡前小学校PTA 会長 の

藤島地区町内会長会 会長 q

0

● ●

東栄地区町内会長会 会長
も

匂

色

八栄島地区町内会長会 会長

長沼地区町内会長会 会長
● ~

◆

$ ● ●

渡前地区町内会長会 会長 、 ． 。

藤島庁舎
争

①

支所長 成田 讓・

事務局 役職 氏名

■ 総務企画説 課長 小林正雄

市民福祉課 課長 長谷川郁子

産業建設課 課長兼エコタウン室長 上野 衛

〆

総務企画課
凸

課長補佐 渡部仁

市民福祉課
0

課長補佐 齋藤 隆
① ■

産業建設課 課長補佐 山口登志明

総務企画課 地域まちづくり企画調整主査 齋藤 優
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藤島地域文厚エリア整備計画の策定について
、 、

1 整備計画策定の経緯と目的

藤島地区地域活動センター周辺の所謂職島地域文厚エリア」は､藤島地域の中心部として藤島庁舎を始め､藤島地区地域活動センター(旧藤島公民館) 、
藤島小学校､藤島中学校､旧老人福祉ｾﾝﾀｰ(社会福祉協議劃､山畷島児童館など公共施設等が集積しており､行政機能はもとより生涯学習､老人福祉､児
童福祉から学校教育に至るまで､藤島地域の文教厚生に関する各施策や事業等の中心的な役割を担うてきたカミ施設の老朽化などにより平成18年3月に旧
老人福祉センター(社会福祉協議会)及びデｲサービスセンターは廃止され《社会福祉協議会は同年4月より中町地内の｢ふれあいｾﾝﾀｰ｣､､平成29年よ
り藤島庁舎に移転した｡現在、 ｜日老人福祉センターでは高齢者の健康づくり等の事業で活用している6
また､平成26年度から藤島公民館は､藤島地区地域活動ｾ>ﾀｰに移行したことに伴い従来の生涯学習機能に加え防災や福祉､更には地域づくり等に
も対応した施設機能の充実の必要性や藤島地区地域活動センターの駐車場不足等に対する地元からの改善要望なども踏まえ､今後の少子高齢社会の進展にも
対応したエリア全体の整備計画を策定し整備を図ることを目的とする。

2整備計画の内容等 ：
整備計画は、文厚エリアをA～Cゾーンに大別し､各所在施設の現状(利用実鯛や課題などを踏まえ､今後必要となる機能を検討し、整備方針に基づき事
業概要を盛り込んだものとする6

口文厚エリア各ゾーンの瑚犬と今後の整備方針

ゾーン ・ 現状(主な施設等） ,課題等 。 整備方針 、
･武道館は、将来的に藤中改築後、中学校

賢濟薑雛懸燃言懸誓
変更する｡ (40台程度駐車可）

①武道館は､蕊50年以上経過し老朽化し
ており、冬期間武道場屋根から落雪の危

陶生から隣接の歩道を閉鎖している。
慢性的な駐車場の不足及び経年矧上に

よる舗装補修を随時行っている。

①藤島地域活動センター(旧藤島公民館）
ゞ ・昭和53年築 (1,021鋤 、

.駐車台数49台

・武道館(昭和41年築466nf)併調

※H28年度ﾘﾆｭｰｱﾙｴ事完了52700千円

・外壁改修、内装工事、塗装工事

，電気工事音響設備、消防設備等

R元年度武道場床張替え工事完了
l8,000千円

一庁舎管理一

②旧老人福祉センター牡会福祉協議会）
（昭和52年築708rri

・駐車台数14台

・ディサテビスセンター(併調 ・
（昭和62年築212nガ 、

Aゾーン

－ 、 〆

②補助金等の返還が発生しない7～17年
：後又は学校改築のタイミングで解体等整
理する。 、

②社協施設であり、解体には多額の費用と
補助金の返還力溌生する6( ・

令和2年度より一部改修し､老人福祉事
業の会場として利活用を図ることとしてい
る。
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Bゾーン

Cゾーン

藤島児童

館

藤島中学

校エリア

現状(主な施設鞘

①テニスコート(1,495ni
●

②南側空き地(1,02011D
舎 心
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※②は中町地内の雪置き場として利用
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－教育委員会管理一
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①東側空き地(2,370ni) ● ●

■ 0

②緑地(403rlj

経過
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●

①普通財産として管理､現状はグラウンドゴ
命ルフ利用者の駐車場として利用、冬場は雪置

き場として利用 、 H30年度から砂利敷き

②聯地については隣接者及び公募先着方式
により売却済

一庁舎管理一

①藤島児童館

(昭和54年築4621rf)
･敷地(3, 132.761Tj

g 巳

血

｡ ■

一庁舎管理一

①校舎：昭和43年築53年経過

②屋内運動場:昭和44年築52年経過
※RC耐用年数47年

* ■

ゥ

●

◆

P

■

■

●

旬

巳

■

課題等
｡ L a

●

①テニスコートは使用していない。

②
、も

駐車場は行事の際の駐車場または､降雪
時の排雪､雪置き場として使用6

③中学校側に排水路が横断している。
ゅ ※中学校敷地として一体的に利用する場

合は排水路移設力泌要
● ■
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①グラウンドゴルフ協会から舗装工事の要
望あり
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H24.3.5鶴岡市藤島体育協
一
一

け
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長ほ

H25.6月議会加藤鉱一議員一般質問

H30.7. 18市長との対話集会(藤島ﾀﾞﾗｳﾝﾄ
ゅ

p 』 ね
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ｺﾞﾙﾌ協会）
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●

①昭和54年建築の木造建築物で老朽化して
る

や ら

。 ． 。

児童館学童保嵩地域子育て支援センタ
－の3つの組み合わせの事業形態は藤島
のみである。

ロ 伊

グ

①校舎は築後53年を経過し耐用年数を超え
ている。

②同様に屋内運動場についても難52年を
経過し､著しく老朽化しているため早急な改
簗を尊する
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整備方針

①⑳呼来的に中学校改築時は、建設用地又

は資材置き場として使用することが想定

されるため、それまでは現状のままと

し、改築後はスクールバスの発着･待合

スペースとして活用を検討する。
･

なお､現在の教職員駐車場は､中学校改

"築時の校舎の配置状況により変更もあり

得るが､教員･一般供用駐車場としての活
0

用も検討する。
●

グ

③排水路は移設し埋め戻す。
～

①将来的に中学校改築時は、建設用地又は

:資材置き場として使用することが想定さ
れるため､それまで現状のままとし､改築

一後は､必要部分を除いて処分できる場合

は処分する｡また､排水路は移設し埋め戻

す｡ ‘ ．
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旬
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●

①児童数減少による遊休・余剰施設を利用
した事業の分離も含め、他施設への移転、

｡

同所での改築、移転改築顎炎討が必要。
｡
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⑱教育委員会の整備方針による。
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